平成２９年度　　学校教育方針　　　　　京都市立西ノ京中学校
1． 学校教育目標

心豊かに　たくましく　生きる力　を育成する
2． 目指す生徒像
○　自ら求め，自ら学び，創造する生徒
○　心身ともに健康で，感性豊かな生徒　　　　　　　　　　　
○　人権を尊重し，共に生きようとする生徒
３．目指す教職員像
○　創意工夫ある教育活動に率先垂範して取り組み，結果に責任を持つ教職員
○　生徒の将来を見据え，目標達成や課題解決に向け，個に応じて具体的に取り組む教職員
○　生徒・保護者・地域の信頼に応えられるよう，資質向上に向けた自己研鑽に励む教職員
○　高い同僚性を目指して互いに協働し，凡事徹底・切磋琢磨する教職員
４．目指す学校像
○　保護者，教職員が自分の子を通わせたいと思える安心・信頼の学校
○　在校生，卒業生，地域が誇りを持てる活気・活躍の学校
５．本年度の指導の重点
（1） 学習指導の充実　　　―――  入学時より伸ばし，育てる　―――
　　○　学習指導要領の趣旨・内容を踏まえた学習指導・評価計画に基づく授業を実践する
· 小学校の取組を引き継ぎ，生徒が主体的に学習し，「学ぶ楽しさ」「わかる喜び」が実感できる授業を目指す
（2） 生徒指導の充実　　―――　あいさつの推奨，豊富な活躍の場の設定を図る 　―――
· 生徒に自己理解を深めさせ，社会生活を営む能力・規範意識の向上を図る
（3） 健康教育の充実　　―――　早寝・早起きを勧め，生活習慣の確立を図る　―――
· 心身ともに健康な生活を営むための能力や態度を育てる

（4） 人権教育の充実　　―――　気づき，調べ，まとめ，発信する学習を推進する 　―――
· 人権問題の歴史的経過や現状について研修を深め，３年間を見通した系統的な指導を実践する
· 全教育活動を通して自尊感情を高め，人権尊重の精神と実践的態度を育成する。
（5） 総合育成支援教育の充実　　―――  合理的配慮の充実を図る  ―――
· 一人一人の生徒の課題を明確にし，発達や障害の状態に応じた指導の充実を図る。
（6） 進路指導・生き方探究教育の充実　　――― 　キャリア〈進路〉ノートの活用を進める  ―――
· グローバル化と人口減少社会を見据え，自分の生き方を選択・判断できる進路・ｷｬﾘｱ指導を推進する。

（7） 小中一貫教育の推進　　――― ４中９小ブロックの連携による取組を創造する　―――
· 義務教育９年間を通じた「学び」と「育ち」の実現を図るため，以下の「小中一貫教育目標」と「めざす子ども像」の実現に向け小中連携して取り組む。
＊よんきゅう絆プロジェクト　小中一貫教育目標
　　『　未来を拓き　しなやかに生きる子どもの育成　』　　
　　　　＊めざす子ども像
　　　　　　①　人を大切にする
　　　　　　②　あいさつする
　　　　　　③　進んで学習する
　　　　　　④　自分の考えを表現する
　　　　　　⑤　からだを大切にする

　　　　　　⑥　地域を愛する

（8） 開かれた学校づくりと地域ぐるみの教育の充実
· 学校生活の様子，学校評価の結果などを積極的に公開し，外部と緊張感のある関係を築く
· 学校・家庭・地域が一体となってよりよい教育の実現を目指し，地域に開かれ，地域に支えられた学校づくりを行う
（９）安全・安心で意欲を引き出す学習環境の整備，知的関心を高める掲示活動の推進
　 ○　各種掲示物を効果的に活用し，文化・教養・好奇心あふれる空間づくりに努める
　  ○　危険・要修理個所の把握と迅速な組織的対応(危機管理意識)を徹底する
